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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
　「 わたしたちを試みに会わせないで、悪しき者からお救いください 」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタイによる福音書 第６章13節・口語訳
　現政権による集団的自衛権行使容認の結果、海外派兵された自衛隊員が戦死した時、その隊員を英霊として靖国神社に祀ることになるのだろうか。そのようなことを思わざるを得ない事態が起こってきた。
　政府は７月１日、集団的自衛権を閣議決定した。「憲法第９条の下で許容される自衛の措置」として、集団的自衛権行使を容認する政府見解の閣議決定です。この決定は、これまでの政府見解のような 「我が国に対する武力攻撃の場合だけ」というのではなく、「他国に対する武力攻撃の場合にも自衛権行使をする」というものです。我が国だけという個別的自衛権から、他国も含めた集団的自衛権へと、自衛権の拡大です。
　「自国だけの場合」でも憲法第９条の文言はかなり踏み込んだ解釈になっていたところに、更に範囲を拡大し「他国の場合」にまで及ぼしていくことには、９条の文言はもはや耐えられません。実質を失ったのも同然です。非常に無理な論拠を挙げての論述には、誠意が著しく欠けます。他国への武力攻撃により 「我が国の存立が脅かされ、国民の権利が根底から覆される場合」、「他に適当な手段がないとき」、「必要最小限度の実力行使」等、決して具体的にせず、抽象的表現に留めたのです。後に、いくらでも自由に幅広く解釈出来ることになるからでしょう。
　古来、戦争の発端の多くは、自衛のためからでした。ですから、敗戦後、日本国憲法の制定の折も、「自衛のための戦争であっても、これを行わない」との、時の総理の提案説明があり、国際紛争の解決の手段として、武力行使を行わないとのはっきりとした覚悟の下にありました。しかし、今や、その憲法の重要な戦争放棄の条項も、骨抜きになってしまいました。 私たちはこれに対してどう対処したら良いか、大いに困惑のただ中に置かれています。
　政府見解に対し、様々な賛否が飛び交い、定まらず、私たちも抗議をし、デモもするが、果たしてどこまで政府が聞く耳を持つか、それとも教会の関わることでないと静観するか、いずれにしても、今や困難な情況に陥っています。がしかし、私たちには主が教えて下さった祈りがあります。
　主は 「私たちを試みに会わせないで、悪しき者からお救いください」と祈れと教えられています。今、私たちは大きな試み、大きな試練のただ中に置かれているのではないでしょうか。悪しき者の誘惑のただ中にいるのではないでしょうか。共に、祈るものです。


（祈り） 父なる神様、国と権力と栄とは、神様、あなたのものですから、みこころが天に行われるとおり、地にも行い下さい。私たちを試みに会わせないで、悪しき者からお救い下さい。アーメン

木村治男（東京中会靖国神社問題特別委員会委員長・上溝伝道所牧師）
私とヤスクニ
武蔵　学（札幌豊平教会長老）　　　　　　　　　　　　　
私の子供時代である昭和30年代には、お祭りの会場で白衣の「傷痍軍人」が募金している姿がしばしば見られました。その異形は祭りの楽しさに酔う子供に冷や水を浴びせ、一瞬にしてそれまでの高揚感は霧散しました。戦争を知らない子供時代の「団塊世代」にも戦争の傷跡は影を落としていたのです。
私と「ヤスクニ」との関わりは、大学生だった1970年の靖国神社国家護持法案反対闘争に始まります。当時属していた札幌北一条教会学生青年会のメンバーと一緒に、北１条西６丁目にあった旧会堂の尖塔によじ登って「靖国神社国家護持法案反対」の垂れ幕をかけ、教会の前や繁華街で署名活動を行いました。
今も毎月『ヤスクニ通信』を礼拝後に朗読し、信教の自由を守る2・11集会にも参加していますが、その原点はドイツと異なり、なぜ日本では教会闘争は発生せず、むしろ戦争に協力的だったのか? という問いです。先の尖塔に登る際に、屋根裏部屋で見つけた戦争当時の日曜学校から送られた戦闘機作成のための献金に添えられた文書を読んで、大きなショックを受けました。私たち団塊世代が引き継いだ「信仰」はいわば「日本的なもの」で、ドイツ教会闘争を生み出した「信仰」とは異なる面があるのではないか？ それからは、「信仰」の在り方を規定したであろう聖書の読み方に批判的になりました。
署名運動を通して良く投げかけられた問は、「お国のために死んだ人間をお国が祀るのがなぜいけないのか？」でした。1945年までの「お国」と戦後の「国」は違う、内外の市民に多大な苦しみを強いたA級戦犯を祀る靖国神社を政府や天皇は参拝できないのだと言ったところで、遺族にすれば愛する家族の戦死は「公」がそれとして顕彰しなければ納得できないのです。その心情は理解できます。とすれば、「お国」に替わる「公」を創出すること、教会は教会のやり方で戦死者の遺族を慰めることをもっと積極的に行うべきではなかったのか？ 遅まきながら、そんなことを反省しています。
＜大会・中会関係 集団的自衛権行使反対声明文┈要旨＞

内閣総理大臣　安倍晋三様　　　　　　　　　　　　　　　2014年 5月31日
日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会委員長　　栗田英昭
集団的自衛権行使容認と憲法改悪に反対します。日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会は、「平和を実現する人々は、幸いである」（マタイ5章9節）とのキリストに従う立場から、あなたが5月15日に┈集団的自衛権の行使を検討する考えを表明したことに断固抗議すると共に、三つの問題点を申し述べます。
第一、わが国が戦争に巻き込まれるおそれです。あなたは15日の会見で「自衛隊が武力行使を目的として┈ 戦闘に参加することはない」と発言されました。しかし安保法制懇は「軍事的措置を伴う国連の集団安全保障措置の参加は、我が国が当事国である国際紛争の解決手段の『武力の行使』に当たらず、憲法上制約ないと解す」（Ⅳ）と書き、幹事長も「国連軍・多国籍軍・またその前段階に日本は参加しないと言っても、国民の意識が何年か経る時（方針が）変わるかもしれない」と発言しました。あなたの発言の信頼性を揺るがす他の発言があることからも、自衛隊が他国の軍隊と共に軍事活動・戦争行為を行う可能性があると見るのは当然です。
第二の問題点は、「国民の命を守る」という目的に関してです。安保法制懇が憲法の「平和的生存権」を強調して、「主権者である国民の生存、国家の存立を危機に陥れることは、（略）あってはならない」（Ⅳ）と書いたことを受けて、あなたは「国民の命を守る」と言われました。しかし集団的自衛権の行使によって、国民の一員である自衛隊員が生命の危険にさらされ、紛争の対峙国が日本を攻撃の対象とすれば、「平和的生存権」のこれ以上の侵害はありません。
第三の問題点は、日本国憲法第九条の空文化です。憲法第九条は集団的自衛権を認めないとしてきました。安保法制懇は、憲法第九条一項と二項を「戦争と武力による威嚇または武力の行使は国際紛争を解決する手段として禁止されたが、個別的・集団的を問わず自衛や国際貢献のために実力保持は禁止されていない」と解釈しました」（Ⅱの１の(２)）。最高法規である憲法を曲解する詭弁です。
抑止力を高めることで紛争の可能性を減らすことは出来ません。日本と諸外国との間の緊張を高め、戦争を招くことになります。それよりも、厳しい国際情勢の中にあっても平和的手段によって、国と国・国民と国民の間の理解を追求し実践することが、真の意味で平和国家となるのです。あなたは戦争の惨禍を体験し、二度と戦争をしないと誓った国の指導者として、武力によらない平和を希求するわが国と諸外国の圧倒的多数の人々の声に耳を傾けるべきで、これに逆行する言動を厳に慎まれますよう強く要請いたします。
内閣総理大臣　安倍晋三様　　　　　　　　　　　　　2014年７月３日
北海道中会議長　八田牧人 　ヤスクニ・社会問題委員会委員長　古賀清敬
閣議決定「集団的自衛権の行使容認」は容認できません。┈ 今回の卑劣な閣議決定を断じて認めません。┅政府・与党の行政権の濫用です。┈相手国に対する宣戦布告が必要な集団的自衛権の行使を、あたかも憲法によって当然の権利が疎外されて来たかのように騙(かた)ること自体、恥じるべきです。国連憲章は、日本国憲法を解釈上も上回る上位法ではありません。国際的状況が変化したとの口実は、憲法に従って平和的外交によって対応すべき政府責任を放棄した態度であり、敵意を煽り立てる「積極的武力主義」の表明です。今回の閣議決定は、日本国憲法の精神を無視した論理のすり替えにすぎません。状況の変化を理由に時の政府が憲法解釈を変えるなら、日本は憲法を遵守しない「無法国家」であると世界に恥をさらすだけです。
このたびの強引な決定の背後には、┈ 一連の財閥優遇政策があります。国民の生命と安全を守ると繰り返しながら、政治的権益と経済的利益を拡大することを狙っているのではないですか。平和憲法を空洞化し、日本┅を武器商人にするのですか。政府の言いなりで特権を得る官僚・企業・教育機関を利用するのは、不公正と不義とを蔓延させ、腐敗した人間と社会とを作り出すだけです。
わたしたちは「実に、キリストはわたしたちの平和である」（エフェソ2章）の言葉から平和を考えます。平和は武力によって保たれるのではありません。権力者は分をわきまえ主権者に仕えるべきです。仮想敵を現実のように喧伝し、攻撃や防御の不安を煽るのではなく、一人一人の人間が差別や格差や生きにくさがないように務めることこそ、政府に課せられた平和への道です。
＜ヤスクニ・ニュース＞
慰霊よりも謝罪を
　学童疎開船「対馬丸」が米潜水艦に撃沈されて70年の今年、6月26，27日、天皇・皇后夫妻は対馬丸記念館（開館10周年）に視察と慰霊に来沖した。キリスト者らと市民団体は、「6・18『天皇制と対馬丸』シンポジウム」(事務局：沖縄伝道所)を開催し記者会見をした。
その声明文の内容(抜粋)┈「沖縄戦は『国体護持（天皇制護持）』のため、米軍の『本土』上陸を遅らせる住民を巻き込んだ『捨石作戦』であり、学童疎開は日本軍（皇軍）の食糧確保と戦闘の足手まといから避ける方策であった。1944年8月22日、対馬丸は悪石島沖で米潜水艦の雷撃を受けて沈没し、疎開者1661人（学童834人）のうち1484人（学童755人）が犠牲となった。戦後日本政府は、軍の命令であった対馬丸犠牲者の遺族に見舞金を支給し、学童死亡者を靖国神社に合祀した。ところが、他の沖縄戦の戦時遭難船舶犠牲者、米軍上陸前の10・10空襲犠牲等者をその適用から除外している。
明仁天皇は対馬丸犠牲者を慰霊するために来沖し、生存者を慰問し遺族と懇談すると報じられている。しかし私たちは、慰霊よりも沖縄戦を強要した昭和（裕仁）天皇の戦争責任を明仁天皇が背負って謝罪することを要求する。さらに『天皇メッセージ』を米国に伝えて沖縄人民の土地を米軍基地に提供した責任をも代わって謝罪することを要求する。明仁天皇は皇位を継承しており、裕仁天皇の戦争責任を担っている存在にあるからである。そうでなければ、天皇と日本国家はこれらの責任を棚上げして、帳消しにすることになる。
安倍政権は、国民主権よりもかつての国家主義に戻ろうとしている。集団的自衛権を行使して戦争のできる国にするには、天皇のために命をささげる民衆の思想統制を必要とする。天皇の沖縄行幸は、その国家体制づくりの核となるものであり、琉球・沖縄の自決権と独立の樹立に向かうウチナンチュウを、天皇臣民体制に統合する皇民化教育の現代版である。」
＜集会案内＞
北海道中会ヤスクニ・社会問題委員会主催および共催の7月講演会・学習会
☆講演会「共生と平和を脅かす植民地主義を問う」－原発問題・在日外国人問題の底流にあるものは？－7月18日（金）午後6時30分　講師　崔勝久（チェ・スンク）日本同盟教団川崎招待キリスト教会員・原発メーカー訴訟の会事務局長　会場　札幌北光教会 札幌市中央区大通り西1-14（011-681-8217)日本基督教団北海教区平和部門委員会他共催　
☆第２回中会ヤスクニ社会問題委員会主催　講演会（学習会）　７月21日（月）午前12時30分～午後４時　会場　札幌北一条教会　「今、靖国問題って何ですか」－聖書とわたしたち－　講師　久野真一郎（札幌琴似教会牧師）
東京中会靖国神社問題特別委員会主催の集会および関連の集会
☆「特定秘密保護法の闇　～教会はこの法律とどう向き合うのか～」
講師：井堀哲（弁護士、安倍靖国参拝違憲訴訟の弁護団事務局長）　東京中会学習会
日時：7月18日（金）午後6時30分〜8時30分 　会場：蒲田御園教会
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☆第41回 許すな！靖国国営化 8.15東京集会＞

講演「日本軍『慰安婦』制度とは何か」（仮題）　8月15日午前10時～12時
韓国ＹＭＣＡ・地下スペースＹホール　講師：アクティブ・
　ミュージアム「女たちの戦争と平和資料館」(ＷＡＭ）　　

事務局長・渡辺美奈・後援「ＮＣＣ靖国神社問題委員会」
＜靖国神社問題特別委員会から＞

「ヤスクニもんだいってな～に？」を1000冊増刷しました。学習用にお用いください。１冊1６0円（送料別）です。
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